


３月１７日から
地域振興劵を
交付します／

使
用
期
間
は

四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

村
で
は
、
今
月
十
七
囗
か
ら
「
地

域
振
興
券
」
を
交
付
し
ま
す
。
村
の

交
付
対
象
者
は
、
九
百
七
十
七
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

券
の
使
用
期
間
は
、
四
月
一
日
か

ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
六
か
月
間

で
、
村
内
の
商
店
な
ど
で
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
券
の
も
ら
い
方
々
使

え
る
お
店
な
ど
、
具
体
的
な
こ
と
が

ら
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば

も
ら
え
ま
す
か

地
域
振
興
券
の
交
付
対
象
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
詳
し
く
は
広
報

さ
い
二
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
号

①
十
五
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
世

帯
の
世
帯
主

②
各
種
年
金
・
手
当
（
老
齢
福
祉

年
金
や
障
害
基
礎
年
金
な
ど
）

を
受
け
て
い
る
方

③
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
六

十
五
歳
以
上
（
村
民
税
所
得
割

非
課
税
）
の
方

④
六
十
五
歳
以
上
で
村
民
税
が
非

課
税
の
方

※
年
齢
は
本
年
一
月
一
日
現
在
で
す
。

０
三
月
上
旬
に
、
該
当
者
の
み
な
さ

ん
に
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

①
の
方
↓

引
換
申
請
券
及
び
受
領
書

②
③
④
の
方
↓

交
付
申
請
書

０
書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、
同
封
の

記
入
例
を
見
な
が
ら
、
記
入
・
押

印
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

０
村
で
は
三
月
中
旬
に
、
各
地
区
に

申
請
受
付
場
所
を
設
け
ま
す
。
次

の
も
の
を
持
参
し
て
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

地域振興券の申請受付（交付）場所

※上記の日時に都合のつかない方は、３月２３日（火）から２６日（金）まで

役場企画調整課で受付けます。

①
の
方
・
引
換
申

請
券
及
び
受
領
書

（
記
入
し

た
も
の
）

・
印

か
ん

・
身

分
を
証
明

す
る
も
の

（
免
許

証
や
保
険
証
）

②

③

④

の

方

・

交
付

申

請
書
（
記
入

し

た

も
の

）

・

印

か

ん

・

年

金

な

ど

の

証

書

類

ま

た

は

身

分

を

証

明

す

る

も

の



※
代
理
申
請
す
る
方
も
身
分
を
証

明
す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｏ
書
類
な
ど
の
確
認
が
終
わ
り
ま
す

と
、
そ
の
場
で
地
域
振
興
券
（
千

円
券
二
十
枚
）
を
交
付
し
ま
す
。

ど
ん
な
お
店
で

使
え
ま
す
か

●
地
域
振
興
券
は
、
村
内
に
あ
る
店

舗
な
ど
で
「
佐
井
村
地
域
振
興
券

取
扱
店
」
の
表
示
の
あ
る
と
こ
ろ

で
使
用
で
き
ま
す
。

◆
小
売
店
◆
飲
食
店
◆
洗
濯
店

◆
理
容
店
◆
旅
館
・
民
宿

◆
運
輸
・
通
信
業
◆
農
林
水
産
業

◆
建
設
業

な
ど

●
次
に
あ
げ
る
も
の
に
は
、
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

◆
公
共
団
体
な
ど
の
収
益
と
な
る

も
の
（
電
気
・
水
道
代
、
診
療

所
の
医
療
費
、
切
手
・
官
製
は

が
き
な
ど
）

◆
換
金
性
が
あ
り
、
か
つ
広
域
的

に
流
通
す
る
も
の
⊇

Ｉ
ル
券
、

図
書
券
ノ

ア
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
な

竺
◆
消
費
に
当
た
ら
な
い
も
の
（
出

資
や
債
務
の
支
払
い
な
ど
）

地
域
振
興
券
の

取
扱
店
募
集

地
域
振
興
券
を
取
り
扱
う
事
業
者

は
、「
特
定
事
業
者
」
の
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
申
請
は
、
三
月
十
九
囗
ま

で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■

問

い
合
わ
せ

役
場
企
画

調
整
課ａ

⑩
ｎ
乙
１
↑
⊥
１

このポスターのはってあるお 店で使えます

修学資金制度の

ご 案 内

も

う

す

ぐ

四

月

。

進

学

す

る

予

定

の
方

は
、

準

備

も

着

々
と

進

ん

で

い
る

こ

と
と

思

い
ま

す

。

進

学

に

当

た

っ
て

心

配

な
こ

と

の

一

つ

が
教

育

費

。

こ

の

コ

ー

ナ

ー

で

は

修

学
資

金

の
貸

付

制

度

を

い

く

つ

か

ご

紹
介

し

ま

す

。

詳

し

い
こ

と

は

担
当

へ

お
問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

佐

井

村

奨

学

金

⑩

佐
井

村

教
育

委

員
会

ａ

⑩
４
［

。`］ｏ

Ｑ
）

■

対

象

者

大

学

、

短

大

、

高

専
匸

咼
校

へ

進
学

す

る
方

■

貸

与

金

額

（
例

）
高

校

へ

進

学

の
場

合

月

額

二

万

円

以

内

■

申

し

込

み

期
間

平

成

十

一

年
三

月

十
五

囗

か

ら

四

月

十

五

日
ま

で

下

北

総

合
開

発

期

成
同

盟

会

人

材

育

成

奨

学

金

⑩
佐
井
村
教
育
委
員
会

■
対
象
者

大
学
、
高
専
匸
咼
校
の
上
木
・
建
築
関

連
学
科
へ
進
学
す
る
方

■
貸
与
金
額

月
額
三
万
円

■
返
還
の
免
除

卒
業
後
直
ち
に
下
北
郡
内
の
役
場
な
ど

に
一
定
期
間
勤
務
し
た
場
合
、
返
還
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
間

平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

四
月
三
十
日
ま
で

生

活

福

祉

資

金

の

修

学

資

金

制

度

⑩
佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会

登
⑩
４
１
８
１

■
対
象
者

大
学
、
短
大
匸
咼
専
、
高
校
へ
進
学
す

る
方

■
種

類

修
学
費
（
就
学
資
金
）
と
就
学
支
度
金

（
入
学
費
用
）
が
あ
り
ま
す
。

■
貸
付
利
子
な
ど

無
利
子
で
、
償
還
期
限
は
二
十
年
以
内

一

申
し
込
み

随
時
受
付
け
ま
す
。



手をつな誨
，
なで齠 芒う笆い呑を

第
十
八
回

「
佐
井
村
青
少
年
健
全
育
成

推
進
大
会
」
を
開
催

一
月
二
十
六
日
、

ア
ル

ザ
ス
で

「
手
を
つ
な
ぎ

み
ん
な
で
伸
ば
そ

う

若
い
芽
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
第
十
八
回
青
少
年
健
全
育
成
推
進

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
百

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
青
少
年
健
全
育
成
に
功
績

の
あ
っ
た
個
人
を
表
彰
し
た
あ
と
、

主
催
者
を
代
表
し
て
青
少
年
育
成
佐

井
村
民
会
議
の
内

藤
清
美
会
長
が

「
青
少
年
問
題
が
極
め
て
多
様
化
し

た
現
在
、
原
点
且
昃
り
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育

成
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

ブ

と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

来
貢
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
「
少
年

の
主
張
」
で

第
三
十
二
回

佐
井
村
小
学

生
お
話
大
会

と
第
三
十
四

回
大
間
地
区

少
年
防
犯
弁

論
大
会
で
入

賞

さ

れ

た

方
々
が
発
表

し
ま
し
た
。

続

い

て

「
心
の
中
の

ふ
る
さ
と
」

と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
映
写
会
で

は
、
学
ぶ
こ
と

に
対
す
る
少
年

の
ひ
た
む
き
な

情
熱
と
、
そ
の

情
熱
を
な
ん
と

か
実
現
さ
せ
た

い
と
い
う
家
族

の
純
朴
な
愛
情
を
通
し
て
、
真
の
意
味
で
の
「
教
育
」

の
姿
を
訴
え
た
内
容
に
、
参
加
者
一
同
大
き
な
感
銘

を
受
け
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
「
受
賞
者
」
及
び
「
少
年
の
主
張
」
の
発
表

者
は
次
の
方
々
で
す
。

０

受
賞
者

・
金

沢

一

夫
（
古
佐
井
）

・
坂

井

文

明
（
牛

滝
）

○
「
少
年
の
主
張
」

・
佐
井
村
小
学
生
お
話
大
会

最
優
秀
賞

米

沢

美

里
（
原
田
小
）

優
秀
賞

佐
々
木

智

子
（
磯
谷
小
）

優
良
賞

田

中

絵
里
佳
（
福
浦
不
）

○
大
間
地
区
少
年
弁
論
大
会

第
二
位

樋

囗

友

紀
（
佐
井
中
）

卜
「
少
年
の
主
張
」
受
賞
者
発
表

＼中 西正
さ ＼

ノん膕逕混從１賞縋迂回｜

第
十
回
青
森
県

水
産
賞
の
表
彰
式

が
こ
の
ほ
ど
、
青

森
公
立
大
学
で
行

わ
れ
、
牛
滝
の
中

西
正
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
県
下

で
個
人
二
名
と
二

団
体
が
受
賞
し
ま

し
た
。

中
西
さ
ん
は
、
漁
協
監
事
、
た
ら
底
建
網
組
合
長
、

青
森
県
指
導
漁
業
士
を
務
め
る
傍
ら
牛
滝
地
区
総

代
、
公
民
館
長
を
務
め
、
ま
た
牛
滝
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
な
ど
積
極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
具
・
漁
法
の
改
良
、
漁
業

技
術
の
普
及
指
導
や
漁
業
後
継
者
の
人
材
育
成
、
さ

ら
に
は
漁
業
の
発
展
に
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。
中

西
さ
ん
は
昨
年
の
郵
政
大
臣
賞

受
賞
に
続
く
表
彰
と
な
り
ま
し

た
。今
後
と
も
、
若
手
漁
師
の
育

成
に
期
待
し
て
い
ま
す
。



わいどの広場

豆 ま い て 「火 の 用 心」

二
月
三
日
の
「
節
分
の

日
」
に
、
無
火
災
と
厄
払
い

を
祈
願
し
て
、
佐
井
村
保
育

所
と
福
浦
小
中
学
校
で
「
防

吉
豆
ま
き
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
保
育
所
で
は

消
防
分
署
の
職
員
か
ら
「
火

の
用
心
」
の
お
話
が
あ
り
、

そ
の
あ
と
職
員
が
赤
鬼
、
青

鬼
に
紛
し
て
豆
を
ま
き
、
園

児
の
無
病
息
災
と
無
火
災
を

祈
願
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
鬼
を
こ
わ
が

り
な
が
ら
も
、
ま
い
た
豆
を

一
生
懸
命
拾
っ
て

い
ま
し

た
。

磯 谷 地 区 ス ポ ー ツ レ ク

二

月

九
日
と

十
日

の
二

日

間

、
磯

谷
地
区

で
ス

ポ
ー
ツ

レ

ク
リ

エ

ー
シ
ョ
ン

が
行

わ

れ
ま
し

た
。

会

場

の
漁
民
研

修

セ
ン

タ

１

と
小

中
学
校

の
体

育
館

で

は

、
ゲ
ー
ト

ボ

ー
ル
や
卓

球
、

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

の
種

目

が
行

わ

れ
、

参
加
者

は
体

操
を

し

て

体
を

ほ
ぐ
し

た

あ
と
、

そ

れ

ぞ
れ
自
分

の
得
意

な
種

目

を

楽
し

み
ま
し

た

。

終
了

後
は

懇
親
会

も

開
か

れ
、
外

の
厳
し

い
寒

さ
と

は

逆

に
室

内
は
熱

気
と

笑

い
声

に
包
ま

れ
、

み
な

さ
ん
は

親

睦

を
深

め
て

い
ま
し

た

。

好演 ／はまなす子ども会

む
つ
下
北
地
区
子
ど
も
会

の
郷
土
芸
能
発
表
会
が
、
二

月
七
日
に
下
北
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

十
四
回
目
を
迎
え
た
今
年

の
発
表
会
に
は
総
勢
百
三
十

名
が
参
加
。
村
か
ら
は
矢
越

地
区
の
「
は
ま
な
す
子
ど
も

会
」
の
二
十
六
名
の
み
な
さ

ん
が
出
演
し
、
八
十
数
年
前

か
ら
地
区
に
伝
わ
る
「
ま
ぐ

ろ
大
謀
網
ば
や
し
」
を
披

露
、
見
事
な
歌
と
網
さ
ば
き

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

会
場
の
観
客
は
、
子
ど
も

た
ち
の
演
技
に
惜
し
み
な
い

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

友 情 深 め た 宿 泊 研 修

村

の
連
合

中
学

校

（
二
年

生

宿
泊

研

修
が
、

一
月

二

十
七

日

か
ら
二

十

八
日
ま

で

下

北
少
年

自
然

の
家

で
開
催

さ
れ
ま
し

た

。

こ

れ
は
、
村

の
生

徒
相

互

の
交

流
を
深

め
合

い
な

が
ら

集

団
生
活

の
意
義
を

学

ぶ
こ

と

を
目

的
と
し

た

も
の

で
、

五

十
人

の
生

徒
の

み
な

さ
ん

が
参
加

し
ま

し
た

。

こ

の
う
ち

、
ス

キ

ー‘
実

習

で
は

、
練

習
の
あ

と
、
班

ご

と
に
ツ
ア

ー
コ

ー
ス
を
一
週
。

参
加

者
は
瞶
天

の
も
と

、
互

い
に
励

ま
し

合

い
な

が
ら
、

快

い
汗

を

流
し
ま
し

た

。



啄哇碌だ籾

生活リズムが大切／

更年期障害

「
な
ん
と
な
く
体
が
だ
る
い
」

「
ほ
て
り
が
あ
っ
て
熱
い
」
「
突

然
胸
が
ド
キ
ド
牛
す
る
」
。
こ
の

よ
う
な
症
状
を
経
験
し
た
こ
と
の

あ
る
方
は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
俗
に
、
更
年
期
ま
た

は
老
年
期
障
害
と
い
わ
れ
ま
す
。

女
性
が
女
性
ら
し
い
体
を
保
っ

た
り
、
月
経
が
起
こ
っ
て
妊
娠
を

可
能
に
す
る
働
き
を
す
る
の
は
、

卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
た
め
で
す
。
し
か
し
女
性

ホ
ル
モ
ン
は
、
年
齢
が
加
わ
る
に

つ
れ
て
分
泌
が
減
少
し
、
や
が
て

閉
経
に
い
た
り
ま
す
。

こ
の
閉
経
を
は
さ
ん
で
前
後
約

五
年
間
は
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

が
変
化
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

人
に
よ
リ
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
か

違
う
た
め
、
そ
の
症
状
や
種
類
、

程
度
、
現
れ
る
期
間
の
長
さ
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
医
師
に
相
談
を

更
年

期

の

症

状

は

、
自

律

神

経

（
自
分

の

意
志

に

関
係

な

く

体

の

中

の

臓

器
を

動

か
す

神

経
）

の

失

調
に

よ

る

も
の

で

、
特

に

病

気

で

は

な

く

、

病
院

で
検

査

を

し

て

も

「

ど
こ

も

悪
い

と

こ

ろ

は

あ

り

ま

せ

ん

。
」
と

い

わ

れ
ま

す

。
し

か

し

、

実

際

の

症

状
は

あ

る
の

に

、
周

囲

か

ら

は

軽

く
見

ら

れ
が

ち

で

、
大

変

つ

ら

い

思

い

を

す

る
人

が

多

い

の

で

す

。

た
だ

し

、

す
べ

て
が

更
年

期

障

害
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
と
き
に

は
、
病
気
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
ま
ず
専
門
医
に
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

必
要
な
ら
精
神
科
や
疝
癪
内
科
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

リ
ズ
ム
あ
る
暮
ら
し
を

悩
ん
だ
り
あ
せ
っ
た
り
せ
ず
に

心
を
平
静
に
し
、
明
る
い
気
持
ち

で
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

『
病
は
気
か
ら
』
で
す
か
ら
。

更年期障害の主な症状
・顔がほてる。

・急に滝のような汗をかく。

・腰や手足が冷える。

・息切れ、動悸、不整脈があら

われる。

・吐き気、頭痛がする。

・疲れを感じやすくなる。

・肩がこったり、首筋がこる。

・手足がしびれる。

・イライラしたり、怒りっぽく

なる。

・夜眠れない、寝つきが悪い。

・むしょうに憂うつになる。

・めまいがする。

・性交時に痛む。

・トイレが近くなったり、尿を

もらしたりする。

・食欲が落ちる。

・視力がおとろえる。

生活にリズムをつける暮らし方

①自分の状態をよく知る

②バランスのとれた食生活を心

がける

③趣味や娯楽など自分のために
お金と時間を使う

④おしゃれを楽しむ

⑤ぐちや悩みを聞いてくれる

友人を持つ

⑥軽い運動をしてからだを

動かす

⑦物事にこだわらすくよくよ

しない

⑧新しいことにチャレンジする

⑨十分な睡眠をとる

小笠原清花ちゃん

（矢 越）

ちよつと ＤＥ グッド／ 提供 食生活改善推進員

～野菜を食べない子どものために～

かぼちゃようかん

＜材料＞

かぱちゃ ４（）０９
砂糖 ５５９

寒天 １袋

（１悃 ３６ｋｃａｌ）

＜ 作り方＞

①かぼ ちゃは電 子レン ジで力［］熱し皮をむいてすり

つぶす。

②寒天１袋、水２カップ 、砂 糖を鍋に入れ、火に

かけ て煮溶かし 、①を力［］え て練り上げる。

③②を型に入れ、冷 やし固 める。



こ
ん
に
ち
は
／

社
会
福
祉
協
議
会

で
す

ご協力ありがとうございました

昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
実
施

し
か
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
、
み
な
さ
ん
の
温

か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
佐
井
村
分
会
取
扱
額

八
一
〇
。
０
四
九
円

●
学
校
募
金
（
保
育
所
含
む
）
二
〇
。
九
四
四
円

合

計

八
三
〇
。
九
九
三
円

こ
の
募
金
は
、
来
年
度
、
青
森
県
共
同
募
金
会
に

よ
っ
て
、
県
内
の
福
祉
施
設
や
福
祉
団
体
へ
配
分
さ

れ
ま
す
。
配
分
金
は
匸
局
齢
者
福
祉
、
児
童
・
青
少

年
福
祉
、
母
子
・
父
子
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
助
成
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
、
佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ

た
六
十
五
万
円
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教
室
、
ク

リ
ス
マ
ス
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
講
座
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

募
金
運
動
期
間
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
年
間
を
通

じ
て
次
の
場
所
で
受
付
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
み
な

さ
ん
の
善
意
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○

赤

い
羽

根

協
力

店

・

㈲

ス

ー

バ
ニ

ア
（

ウ
ス

・

下

北

信
用

金

庫
佐

井

支

店

○

青

森

県

共
同

募

金
会

・

佐

井

村

分
会

（
佐

井

村

社

会

福

祉

協

議

会

内

）

愛ちゃんと希望くん

みなさんの善意でいろいろな事業を行っています

Ｉ

ク
リ
ス
マ
ス
宅
配
サ
ー
ビ
ス

卜
子

ど
も
体
験
教
室

新

年

会

一

月

二

十

八

日

、

佐
井
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
新

年
会
が
、
あ
す
な
ろ
の
交
流
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
圉

。
少

し
遅
め
の
新
年
会
で
し
た
が
、
四

十
五
名
の
会
員
が
参
加
し
自
慢
の

ノ
ド
を
披
露
す
る
な
ど
、
に
ぎ
や

か
な
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
募
集

生
き
が

い
と
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
仲
間
と
一
緒
に

楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
会
員
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会
内

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

登
⑩
四
一
八
一

あ

た

た

か

い

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

（
平
成
十
年
四
月
？
十
一
年
二
月
）

●
常
信
寺

八
谷
妙
善

様

二
〇
。
０
０
０
円

●
青
森
ヤ
ク
ル
ト
販
売

様

二
。
０
０
０
円

●
青
森
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
環
境
衛
生
同
業
組
合

様

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
券

二
〇
。
０
０
０
円
分

●
佐
井
村
飲
食
店
組
合

様

一
〇
。
０
０
０
円

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

みんなで１・ｔめｌ 交通安全
～平成１１年度定時総会が開催されました～

去
る
二
月
二
十
八
日
、
ア
ル
ザ
ス

で
平
成
十
一
年
度
定
時
総
会
を
行
い

ま
し
た
。

何
か
と
課
題
を
抱
え
て
い
る
中
で

の
開
催
で
あ
り
、
本
年
度
を

「
改
革
・
次
世
代
へ
の

つ
な
ぎ
渡
し
時
期
」

と
位
置
づ
け
、
新
た
な
誓
い
を
胸
に

新
役
員
体
制
で
船
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
総
会
で
決
定
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

『

十
一
年
度
基
本
姿
勢

み
ん
な
で
す
す
め
る

交
通
安
全

～
村
民
一
丸
と
な
っ
て

交
通
安
全
運
動
に

参
加
し
よ
う
～

二
。
活
動
の
重
点

・
組
織
の
拡
大
と
充
実
及
び
り
Ｉ

ダ
ー
の
養
成

・
会
員
意
識
の
向
上
と
「
み
ん
な

で
す
す
め
る
交
通
安
全
」
の
末

端
浸
透

・
子
供
、
若
者
及
び
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
の
徹
底

・
自
転
車
及
び
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
安

全
利
用
の
推
進

・
反
射
材
着
用
の
徹
底

新
役
員
体
制
に
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
任
期
二
年
は
、
組
織
の
若
返
り
、

つ
ま
り
、
次
世
代
ヘ
バ
ト
ン
を
ど
の

よ
う
に
渡
す
か
を
最
重
要
課
題
と
位

置
づ
け
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～過去を振り返って その１～

昭和５９年度定時総会での集合写真

定
時
総
会
で
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
は
、
長
年
、
母
の
会
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
そ
の

活
動
内
容
が
顕
著
で
あ
り
、
他
の

会
員
の
模
範
と
な
る
べ
き
方
が
表

彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

牛

滝

福

浦

饑

谷

古
佐
井

大
佐
井

坂

井

敏

子

田

中

法

子

新

田

美

幸

宮

本

朝

子

布

施

岸

子

？
過
去
を
振
り
返
っ
て

そ
の
２
～

昭
和
５９
年
度
定
時
総
会
表
彰
式

佐
井
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

優
秀
…
…
ワ
・

平
成
十
年
中
の
佐
井
村
で
の
交

通
事
故
発
生
件
数
は
二
十
二
件

（
対
前
年
比
一
件
減
）
ど
っ
ち
死

傷
者
を
伴
う
も
の
が
五
件
（
対
前

年
比
十
二
件
）
で
し
か
。

交
通
量
の
バ
ラ
ッ
キ
が
あ
る
た

め
一
概
に
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
の
数
値
は
県
内
で
も
極
め
て
低

い
も
の
で
す
。

次
に
お
も
し
ろ
い
デ
ー
タ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
運
転
免

許
保
有
者
数
を
基
に
、
免
許
保
有

者
千
人
当
た
り
の
県
内
各
市
町
村

ご
と
の
事
故
率
を
調
べ
た
も
の
で

す
。

・
免
許
保
有
者
全
体
の
事
故
率

三
十
九
・
四
％
（
ペ
ス
ト
言

・
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
率

士

子

七
％

（
ペ
ス
ト
２
）

・
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
率

二
十
八
・
七
％
（
ペ
ス
ト

言

・
若
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
率

七
十
八
・
八
％
（
ペ
ス
ト
５
）

こ
れ
か
ら
も
村
内
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
村
外
で
も
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

佐井村交通安全毋の会は、昭和５４年８月２１日に結成されて
今 年 で ２０ 年 を 迎 え ま す ！

みんなで達成しよう ／

次 の目 標 は１，０００日

ただいまの記録（３／１現在）

交通 事覬 ゼ 囗４５２日



～

ら
佐
井

駐

在

所

登
⑩
２
２
１－
８

高齢者を交通事故から守ろう／

交
通
安
全
教
室
を

開
催

矢
越
地
区

二
月
二
日
夜
、
矢
越
地
区
公
民

館
で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
、
約

五
十
人
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
ま

し
た
。
高
齢
者
の
事
故
防
止
、
自
転
車

や
バ
イ
ク
の
安
全
確
認
、
道
路
横

断
の
仕
方
に
つ
い
て
、
熱
心
に
聞

い
て
い
た
だ
き
地
区
の
方
々
の
関

心
の
高
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

高
齢
者
は
白
い
ほ
っ
か
む
り
と
、

交
差
点
直
前
で
の
一
旦
停
止
を
忘

れ
ず
に
。

ひ

と

こ

と

ア

ド

バ

イ

ス

高
齢
者
の
方
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
必
ず

左
右
を
確
認
し
、
自
動
車
が
見
え

て
い
る
時
は
、
通
り
過
ぎ
る
ま
で

ガ
マ
ン
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
方
・
夜
間
は
、
白
っ
ぽ
い
服

装
に
反
射
材
を
付
け
て
か
ら
外
出

し
ま
し
ょ
う
。

違
法
駐
車
は
や
め
よ
う

車
の
所
有
者
、
使
用
者
の
方
は
、

次
の
こ
と
が
ら
は
違
反
だ
と
い
う

こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
く
だ
さ

い
。
○
車
両
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
す
る

放
置
駐
車

○
道
路
を
自
動
車
の
保
管
場
所
と

し
て
使
用
す
る
青
空
駐
車

○
自
宅
の
前
だ
か
ら
と
道
路
に
は

み
出
し
て
い
る
は
み
出
し
駐
車

い
く
ら
警
告
し
て
も
聞
き
入
れ

な
い
方
が
い
ま
す
。
今
後
重
点
取

り
締
ま
り
を
実
施
し
ま
す
。

籘

耻

非

に

備

え

よ

う

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」
と
い
い
ま
す
。

常
日
頃
か
ら
次
の
点
に
注
意
し

て
、
万
一
の
風
水
害
に
備
え

ま

し
ょ
つヽ
。

●
気
象
情
報
に
関
心
を
持
つ

●
避
難
場
所
と
経
路
の
確
認

●
懐
中
電
灯
と
ラ
ジ
オ
の
準
備

●
万
一
の
際
の
携
行
品
袋
の
準
備

万
コ

避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
と
な
っ
た
と
き
は
、
役

場
の
防
災
無
線
を
聞
い
て
、
落
ち

着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

鍵
を
付
け
た
ま
ま
駐
車
し
て
い

る
車
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
旅
か

ら
来
る
者
は
車
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

盗
ま
れ
て
か
ら
で
は
遅
い
と
い
う

こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
く
だ
さ
い
。

お
母

さ
ん

が

先

生

で

す

新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
安
全

三
月
…
…
も
う
す
ぐ
新
学
期
。

新
入
学
児
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で

は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
な

が
ら
、
何
か
と
準
備
に
お
忙
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

入
学
準
備
の
中
で
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
が
お
子
さ
ん
に
対
す

る
交
通
安
全
教
育
で
す
。

こ
れ
ま
で
家
の
近
所
で
遊
ん
で

い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
通
学
す
る

よ
う
に
な
る
と
そ
の
行
動
範
囲
が

グ
ー
ン
と
広
が
り
ま
す
。
こ
こ
で

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
交
通
事
故
で
す
。
お
子
さ
ん
へ

の
交
通
安
全
教

育
は
、
家
庭
で

の
「
し
つ
け
」

の
一
つ
と
し
て

ぜ
ひ
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

過激派は
あなたの身近に



お知らせ

コーナー

国

民

健

康

保

険

証

更
新
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

二

般
・
退
職
者
医
療
）
の
更
新

を
下
の
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
か

ら
、
旧
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
会
煬
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
⑨
被
保
険
者
証
（
大
学
・
高
等
学

校
な
ど
の
修
学
中
の
学
生
に
交

晢
③
被
保
険
者
証
（
出
稼
者
や
長
期

旅
行
者
な
ど
に
交
付
）

も
新
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
四
月
か
ら
大
学
・
高
等

学
校
な
ど
に
入
学
す
る
方
は
、
合

格
通
知
書
か
在
学
証
明
書
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
被
保
険
者
証
の
交
付
及

び
再
交
付
を
代
理
人
が
行
う
場

合
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
依
頼
人
の
旧
被
保
険
者
証
と
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
出
稼
に
使
用
す
る
場
合
は
、
本

人
・
代
理
人
の
い
ず
れ
も
出
稼
す

る
本
人
の
出
稼
先
の
会
社
名
・
住

所
及
び
印
鑑
が
必
要
で
す
。

○
今
回
更
新
す
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
２

平
成
十
二
年
九
月
三
十
日
に
な

り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
当
日
更
新
で
き
な

い
方
は
、
三
月
二
十
六
日
以
降
に

役
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
担

当

役
場
住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

昔
⑩
り乙
工
１
１

国

保

税

の

滞

納

世

帯

短
期
保
険
証
交
付

健
康
保
険
制
度
は
、
万
一
の
病

気
や
け
が
の
と
き
に
経
済
的
に
心

配
な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

日
頃
か
ら
収
入
に
応
じ
て
お
金
を

出
し
合
い
、
お
互
い
の
生
活
上
の

困
難
を
助
け
合
お
う
と
い
う
目
的

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
正
し
く
推
進
す
る

た
め
、
被
保
険
者
証
更
新
時
に
国

保
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
対

し
、
期
限
付
き
の
短
期
被
保
険
者

証
（
三
か
月
ご
と
に
更
新
す
る
被

保
険
者
証
）
を
交
付
し
ま
す
か
ら
、

国
保
加
入
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
滞
納
し
て
い
る
国
保
税

に
つ
い
て
は
、
分
割
に
よ
る
納
付

方
法
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
滞
納
し
て

い
た
国
保
税
の
納
付
割
合
が
一
定

の
要
件
に
達
し
た
と
き
、
あ
る
い

は
、
特
別
な
事
情
が
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、
改
め
て
通
常
の
被
保
険

者
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
担

当

役
場
財
政
課
税
務
係

佐

井

村

臨

時

職

員

募
集
し
ま
す

平
成
十
一
年
度
佐
井
村
臨
時
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
、
平
成
十
一
年
三
月
十

五
日
（
月
）
ま
で
に
、
履
歴
書
・

健
康
診
断
書
各
一
通
を
役
場
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
職
種
及
び
募
集
人
員

○
一
般
事
務

・
役
場

二
名

・
教
育
委
員
会

一
名

○
保
母
業
務

へ
き
地
保
育
所
（
牛
滝
）二
名

」
応
募
資
格

○
一
般
事
務

昭
和
三
十
三
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
六

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
匸
咼
等
学
校
卒
業
以

上
の
方

○
保
母
業
務

昭
和
二
十
八
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
六

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
で
、
保
母
資
格
者
も
し
く

は
保
育
に
意
欲
的
な
方
で
へ

き
地
保
育
所
（
牛
滝
）
に
通

勤
可
能
な
方

■
雇
用
期
間

平
成
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で

■
賃

金

佐
井
村
臨
時
職
員
の
給
与
の
取

扱
要
綱
に
よ
り
ま
す
。

一

採
用
試
験

○
日

時

平
成
十
一
年
三
月
十
八
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

○
場

所

役
場
二
階

第
二
委
員
会
室

○
試
験
科
目

作
文
・
面
接

■
問

い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

村

議

選

立

候

補

者

説
明
会
開
催

来
た
る
四
月
二
十
五
日
に
行
わ

れ
る
村
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
立
候
神
｛
ヱ
付
の
際
書
類

の
不
備
な
も
の
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
で
き
る
だ
け
説
明
会
に

出
席
さ
れ
る
と
と
も
に
、
立
候
補

届
け
の
事
前
審
査
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

■
日

時

平
成
十
一
年
三
月
十
六
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
場

所

ア
ル
ザ
ス
海
峡
の
間

■
担

当

村
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
内
）



児

童

手

当

制

度

三
歳
未
満
の
児
童

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る

生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
全
な
育
成
と
資
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
一
月

か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に

つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一

定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制

限
に
よ
り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
児
童
手
当
の
額

第
一
子

（
月
額
）
五
千
円

第
二
子

（
月
額
）
五
千
円

第
三
子
以
降
（
月
額
）
一
万
円

■
支
給
期
間

・
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
を
し
た
日
の
翌
月
か
ら
開
始

さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た

囗
の
月

分
ま
で
支
給
さ

れ
ま

す
。

・
手
当
は
、
毎
年
二
月
・
六
月
・

十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
担

当

役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係

苗

木

の

申

し

込

み

受

付

中

下

北

地
方

森

林

組

合

で
は

、

平

成

十

一
年

度
春

造
林

用

苗

木

及

び

林

業

肥

料

等

の

申
し

込

み

を

受

け

て

い
ま

す

。
希

望

者

は

左

記

へ

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

一

申

し

込

み
品

種

杉

、

赤

松

、
黒

松

、

カ

ラ
松

、

桐

、

林

業

肥

料

、
き

の
こ

種

駒

そ

の

他

林
業

資
材

一

切

■

申

し

込

み

場

所

原

田

古

佐

井

勹

い

清
水

芳

宅

矢

越

｝

岩

長

後

饑

谷

横

浜

繁
雄

宅

福

浦

田

中

太

吉

宅

牛

滝

竹
内

英
輝

宅

■

申

し

込

み

締

切

平

成

十

一
年

三

月

三

十

一
日

■

配

布

予

定

平

成

十

一
年

五
月

上

旬

頃

■

問

い
合

わ

せ

下

北

地

方

森

林

組
合

北

通
支

所

公

⑩

り乙［
Ｄ
り
乙
０

東

日

本

フ

ェ

リ

ー

運

休

大
間
・
函
館
を
結
ぶ
東
日
本

フ
ェ
リ
ー
『
ば
あ
ゆ
』
が
三
月
三

十
一
日
よ
り
四
月
十
一
日
ま
で
の

間
、
法
定
検
査
の
た
め
運
休
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

東
日
本
フ
ェ
リ
ー
㈱
大
間
支
店

Ｓ
⑩
３
１
１
１ ※○印は運行します。×印は運休します。

冫

ぞ
’扣
じ
竒

ず
擽

―

⑨

今

月

は

財

‘
」
雅

課

ぢ

吠

財
政
課
は
、
男
性
五
名
、
女

性
一
名
の
計
六
名
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
日
夜
数
字
と
に
ら
め
っ
こ

し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
財
政
係
と
税
務
係
の
二
係

が
あ
り
ま
す
。

財
政
係
の
仕

事
は
、
み
な
さ

ん
と
直
接
接
す

る
機
会
は
少
な

く
目
立
か
な
い

で
す
が
、
村
の

総
予
算
を
決
め

た
り
、
役
場
の

各
部
門
の
事
業

が
ス
ム
し
ス
に

進
む
よ
う
に
予

算
の
配
分
を
し

て
い
ま
す
。
最

近
は
国
や
県
か

ら
の
交
付
金
や

村
税
な
ど
の
歳

入
（
収
入
）
が

伸
び
悩
ん
で
い

る
た
め
、
お
金
の
や
り
繰
り
が

大
変
で
す
。
し
か
し
、
み
な
さ

ん
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
必
要
な

仕
事
を
積
極
的
に
行
え
る
よ

う
、
財
政
状
況
を
点
検
し
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
予
算
を
効
果
的

に
活
用
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。税
務
係
は
、
村
の
重
要
な
財

源
で
あ
る
村
税
を
確
保
す
る
た

め
、
み
な
さ
ん
か
ら
税
金
を
お

預
か
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

暮
ら
し
に
直
接

関
わ

り
の

あ

る
、
税
務
関
係

の
証
明
書
（
所

得
証
明
、
納
税

証
明
な
ど
）
を

発
行
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
か

ら
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
導
入

に
よ
り
、
発
行

の
待
ち
時
鬨
が

犬
幅
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。
い

ず

れ
に
し

て

も
、
お
預
か
り

し
た
税
金
は
、
無
駄
遣
い
し
な

い
よ
う
大
事
に
活
用
し
ま
す
か

ら
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



戸籍の窓口 ２月１５日現在

○お誕生おめでとう

坂井 萌（一 尚）牛 滝

○ご結婚おめでとう

（中 村 貴 宏 古佐井

長谷川 亜希子 茨城県

○おくやみ申し上げます

大堀 トモ（三樹夫）大佐井

館脇 達夫（い よ）矢 越

※個人のプライバシーを尊重する意

味で、掲載して欲しくない方は、

届出の際、係に申し出てください。

佐井村の人口 １月３１日現在

男 １，６ １９ （＋４厂

女 １，６２４ （士 ㈲

計 ３ ，２４３ （＋４）

世帯数 １，１１１ （－ １）

（ ）内は前月比

満１歳おめでとう／／

樋 口 圭 介

く ん

（達也・ひとみ）

古佐＃

Ｈ１０．３．１６生まれ

岩 清 水 翔 平

く ん

（秀一・暁美）

古佐＃

Ｈ１０．３．２５生まれ

柳 田 海

く ん

（伸 子）

福 浦

Ｈ１０．３．２５生まれ

赧

集

後

記

本
紙
の
今
月
号
の
表
紙
を
何
に

し
よ
う
か
？

い
い
ネ
タ
が
思
い

浮
か
ば
な
い
ま
ま
、
締
切
日
が
近

づ
き
、
顔
に
は
あ
せ
り
の
色
・：
そ

ん
な
と
き
、
折
し
も
突
然
の
ド
カ

言
。
「
こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
使

え
る
か
も
。
ラ
ッ
キ
ー
ノ・
」
と
い

う
こ
と
で
早
速
撮
影
し
た
次
第
で

す
。
モ
デ
ル
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ

た
加
藤
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
原
稿
を
書
く
う
ち
、
そ
の

雪
も
幻
の
よ
う
に
消
え
て
い
き
ま

す
。
待
ち
遠
し
い
春
が
、
も
う
す

ぐ
で
す
ね
。

選挙管理委員会からのお知らせ

明日の郷土のために
あなたの大切な一票を

●県議会議員選挙

４ ／２

告示

４ ／１１

ぺ
投票 。

●佐井村議会議員選挙

４／２０

告示

４ ／２Ｓ`

。投 票 。

バス６片回数券
５００円以上なら５枚の値段で６枚つい

てるとってもお得な≪ ６片 回数 券≫

【金券】も登場し、ますます便利になりました。

５００Ｓ
以上のキップ

５ 枚

（の料金）

下北交通なら
６ 枚 分

（ついてます）
・ 決 ま っ た 区 間 を ご 利 用 の 方 に は【区 間 ６ 片 回 数 券 】

・ い ろ い ろ 便 利 で 使 い や す い【金 券 ６ 片 回 数 券 】

（金券６片回数券は、回数券の金額より遠方へご乗車の際には、現金追加でご利用いただけます）

５００円以上の区間にご乗車するなら６ 片 回数 券 が
、だ んぜ んお得 ／

■例

佐井停留所

大 間→ ６５０円、お得

大 間病院→ ８４０円、お得

大畑駅前→１，８２０円、お得

むつターミナル→２，２６〔〕円もお 得

むつ市金曲１丁目８番１２号
下 北 交 通 株 式 会 社

ｃ０１７５（２３）３１１１
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